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第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日 　月　日
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

102,000,000

15,720,741

501,409

362,372

3,056,654

保 険 事 業 勘 定 17,775,240

介 護 サ ー ビ ス
事 業 勘 定 107,329

1,254,862

171,280

625,921

23,567,095

13,031,586

146,660

11,294,639

781,349

1,322,974

191,720,111合　　　　　　　　計

病 院 事 業

公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業

下 水 道 事 業

港 湾 整 備 事 業

水 道 事 業

　総　　　　括　　　　表

一 般 会 計

介　護
保　険

駐 車 場 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

国民健康保険阿寒診療所事業

当初予算額

国 民 健 康 保 険

国民健康保険音別診療所事業

会 計 名

魚 揚 場 事 業

企

業

会

計

特

別

会

計

工 業 用 水 道 事 業

動 物 園 事 業
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一 般 会 計
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一 般 会 計 

議案第３号 

 

令和６年度釧路市一般会計予算 

 

令和６年度釧路市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０２，０００，０００千円と定め

る。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事

項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

（地方債） 

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

（一時借入金） 

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

２５，０００，０００千円と定める。 

 

  令和６年２月２２日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也  
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 市 税 20,431,792

1 市 民 税 8,343,955

2 固 定 資 産 税 8,421,970

3 軽 自 動 車 税 465,520

4 市 た ば こ 税 1,672,031

5 鉱 産 税 16,678

6 入 湯 税 148,163

7 都 市 計 画 税 1,363,475

2 地 方 譲 与 税 782,854

1 地 方 揮 発 油 譲 与 税 146,000

2 自 動 車 重 量 譲 与 税 472,000

3 森 林 環 境 譲 与 税 104,854

4 特 別 と ん 譲 与 税 36,000

5 航 空 機 燃 料 譲 与 税 24,000

3 利 子 割 交 付 金 6,000
1 利 子 割 交 付 金 6,000

4 配 当 割 交 付 金 47,000
1 配 当 割 交 付 金 47,000

5 株式等譲渡所得割交付金 64,000
1 株式等譲渡所得割交付金 64,000

6 法 人 事 業 税 交 付 金 341,000
1 法 人 事 業 税 交 付 金 341,000

7 地 方 消 費 税 交 付 金 4,190,000
1 地 方 消 費 税 交 付 金 4,190,000

8 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 8,100
1 ゴルフ場利用税交付金 8,100

9 環 境 性 能 割 交 付 金 84,000
1 環 境 性 能 割 交 付 金 84,000

10 地 方 特 例 交 付 金 787,396
1 地 方 特 例 交 付 金 766,790

2 新型コロナウイルス感染症対策 20,606

2 地方税減収補 特別交付金

11 地 方 交 付 税 25,400,000
1 地 方 交 付 税 25,400,000

12 交通安全対策特別交付金 15,000
1 交通安全対策特別交付金 15,000

款 項

一 般 会 計
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金 額
千円

13 分 担 金 及 び 負 担 金 692,632
1 分 担 金 17,105

2 負 担 金 675,527

14 使 用 料 及 び 手 数 料 2,490,643

1 使 用 料 1,891,780

2 手 数 料 598,863

15 国 庫 支 出 金 21,036,367

1 国 庫 負 担 金 17,738,696

2 国 庫 補 助 金 3,252,022

3 国 庫 委 託 金 45,649

16 道 支 出 金 6,158,590

1 道 負 担 金 4,875,190

2 道 補 助 金 1,003,092

3 道 委 託 金 280,308

17 財 産 収 入 317,716

1 財 産 運 用 収 入 186,289

2 財 産 売 払 収 入 131,427

18 寄 附 金 2,701,001

1 寄 附 金 2,701,001

19 繰 入 金 3,805,147

1 特 別 会 計 繰 入 金 18,584

2 基 金 繰 入 金 3,786,563

20 繰 越 金 1

1 繰 越 金 1

21 諸 収 入 3,389,526

1 延 滞 金 及 び 加 算 金 20,002

2 預 金 利 子 153

3 貸 付 金 元 利 収 入 2,549,354

4 受 託 事 業 収 入 67,484

5 雑 入 752,533

22 市 債 9,251,235

1 市 債 9,251,235

102,000,000歳 入 合 計

款 項

一 般 会 計
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歳　出

金 額
千円

1 議 会 費 329,642

1 議 会 費 329,642

2 総 務 費 7,405,409

1 総 務 管 理 費 7,219,557

2 徴 税 費 97,562

3 選 挙 費 78,060

4 監 査 委 員 費 10,230

3 民 生 費 34,055,455

1 社 会 福 祉 費 7,943,326

2 老 人 福 祉 費 622,258

3 児 童 福 祉 費 10,255,470

4 生 活 保 護 費 12,004,727

5 医 療 助 成 費 3,229,674

4 衛 生 費 3,642,103

1 保 健 衛 生 費 1,206,612

2 清 掃 費 2,435,491

5 労 働 費 162,356

1 労 働 費 162,356

6 農 林 水 産 業 費 1,293,572

1 農 業 費 718,524

2 林 業 費 454,864

3 水 産 業 費 120,184

7 商 工 費 3,419,344

1 商 工 費 3,419,344

8 土 木 費 6,387,388

1 土 木 管 理 費 240,895

2 道 路 橋 梁 費 2,922,722

3 河 川 費 373,028

4 都 市 計 画 費 93,615

5 公 園 費 611,617

6 住 宅 費 2,145,511

款 項

一 般 会 計
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金 額
千円

9 港 湾 費 1,597,166

1 港 湾 費 1,597,166

10 消 防 費 1,000,265

1 消 防 費 1,000,265

11 教 育 費 9,051,727

1 総 務 費 5,490,050

2 小 学 校 費 862,215

3 中 学 校 費 542,365

4 高 等 学 校 費 80,795

5 幼 稚 園 費 39,382

6 社 会 教 育 費 1,341,646

7 保 健 体 育 費 695,274

12 災 害 復 旧 費 15,000

1 農林水産業施設災害復旧費 4,000

2 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 11,000

13 公 債 費 11,754,171

1 公 債 費 11,754,171

14 諸 支 出 金 10,828,828

1 特 別 会 計 繰 出 金 10,828,828

15 職 員 費 10,967,574

1 職 員 費 10,967,574

16 予 備 費 90,000

1 予 備 費 90,000

102,000,000歳 出 合 計

款 項

一 般 会 計
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第２表　　債　務　負　担　行　為

事 項 期 間 限 度 額

千円

施 設 警 備 業 務 委 託 費 令和７年度から令和１０年度まで ２，５５１

津波一時避難場所整備事業費 令和７年度 ５３，５５５

自 治 体 情 報 シ ス テ ム

標 準 化 事 業 費

法人立保育所等整備費補助金 令和７年度 １８１，２３２

学 校 給 食 セ ン タ ー

調 理 配 膳 等 業 務 委 託 費

市立美術館企画展開催費補助金 令和７年度 １１，０００

令和７年度
必要とする当該年度の
予算で措置する額

令和７年度から令和９年度まで ９６２，９８８

大 楽 毛 津 波 避 難
複 合 施 設 整 備 事 業 費

令和７年度から令和８年度まで １，２７４，０６４

２０，１４４令和７年度

ふ る さ と 納 税 推 進 事 業 費

一 般 会 計
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第３表　　地　　　方　　　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

防災行政無線更新事業費 27,700

共 用 車 購 入 費 5,900

市 有 施 設

補 修 ・ 改 修 事 業 費

津 波 一 時 避 難 場 所

整 備 事 業 費

大 楽 毛 津 波 避 難

複合施設整備事業費

旧春採支所解体事業費 18,800

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

施 設 整 備 費

阿 寒 湖 ま り む 館

施 設 整 備 費

ア イ ヌ 住 宅 改 良 資 金

貸 付 事 業 費

児童発達支援センター

施 設 整 備 費

法 人 立 保 育 所 等

整 備 費 補 助 金

放 課 後 児 童 ク ラ ブ

運 営 事 業 費

阿寒湖温泉子供交流館費 1,100

大 楽 毛 児 童 セ ン タ ー

施 設 整 備 事 業 費

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

94,000

900

9,000

　　　　　５．０％以内

ただし、利率見直し方式
で借り入れる政府資金及
び地方公共団体金融機構
資金について、利率の見
直しを行った後において
は、当該見直し後の利率

39,700

29,500

82,800

49,900

600

10,100

12,600

普通貸借

又は

証券発行

一 般 会 計

- 15 -



起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

夜 間 急 病 セ ン タ ー

医療機械器具整備費

火 葬 場 施 設 整 備 費 55,200

リ サ イ ク ル セ ン タ ー

施 設 整 備 費

農 業 用 水 道 管 理 費 39,600

農村地域情報通信環境

整 備 事 業 費

市 営 牧 場 整 備 費 19,300

農 道 管 理 費 29,200

林 道 管 理 費 14,900

釧路工業技術センター

施 設 整 備 費

除 雪 グ レ ー ダ 購 入 費 23,200

除 雪 ド ー ザ 購 入 費 19,000

ロータリ除雪車購入費 41,400

市 道 整 備 事 業 費 911,600

河 川機能保全対策費 35,800

低地帯浸水対策事業費 305,600

公 園 整 備 費 71,400

公 営 住 宅 等 建 設 費 969,600

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

　　　　　５．０％以内

ただし、利率見直し方式
で借り入れる政府資金及
び地方公共団体金融機構
資金について、利率の見
直しを行った後において
は、当該見直し後の利率

57,000

普通貸借

又は

証券発行

14,800

3,800

1,900

一 般 会 計
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起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

港 湾 施 設 整 備 費 256,000

国直轄港湾工事負担金 799,900

消 防 施 設 整 備 費 515,000

学 校施設保安維持費 2,600

義務教育学校整備事業費 104,300

新 給 食 セ ン タ ー

整 備 事 業 費

小 学 校 施 設 整 備 費 26,800

中 学 校 施 設 整 備 費 53,100

屋外教育環境整備事業費 8,400

阿寒国際ツルセンター

施 設 整 備 費

博 物 館 施 設 整 備 費 47,100

阿寒町公民館施設整備費 1,500

音別町体験学習センター

施 設 整 備 費

水道事業会計出資金 1,016,200

過 疎 対 策 事 業 債

（ ソ フ ト 分 ）

臨 時 財 政 対 策 債 159,735

計 9,251,235

8,300

239,200

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

　　　　　５．０％以内

ただし、利率見直し方式
で借り入れる政府資金及
び地方公共団体金融機構
資金について、利率の見
直しを行った後において
は、当該見直し後の利率

普通貸借

又は

証券発行

2,957,600

59,600

一 般 会 計
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特 別 会 計
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国民健康保険特別会計

- 21 -



- 22 -



国民健康保険特別会計 

議案第４号 

 

令和６年度釧路市国民健康保険特別会計予算 

 

令和６年度釧路市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１５，７２０，７４１千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

１，０００，０００千円と定める。 

 

  令和６年２月２２日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也  
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 収 入 15,720,741

1 国 民 健 康 保 険 料 2,349,884

2 道 支 出 金 11,603,074

3 財 産 収 入 355

4 繰 入 金 1,743,817

5 諸 収 入 23,611

15,720,741

歳　出

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 費 15,720,741

1 総 務 費 251,882

2 保 険 給 付 費 11,202,807

3 国 民 健 康 保 険 3,879,862

事 業 費 納 付 金

4 保 健 事 業 費 145,559

5 諸 支 出 金 237,631

6 予 備 費 3,000

15,720,741歳 出 合 計

項

項

款

款

歳 入 合 計

国民健康保険特別会計
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国民健康保険阿寒診療所事業特別会計
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国民健康保険阿寒診療所事業特別会計 

議案第５号 

 

令和６年度釧路市国民健康保険阿寒診療所事業特別会計予算 

 

令和６年度釧路市の国民健康保険阿寒診療所事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５０１，４０９千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

１５０，０００千円と定める。 

 

  令和６年２月２２日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也 
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 501,409

阿 寒 診 療 所 事業 収入 1 診 療 収 入 153,005

2 使 用 料 及 び 手 数 料 1,705

3 道 支 出 金 6,437

4 繰 入 金 337,175

5 諸 収 入 3,087

501,409

歳　出

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 501,409

阿 寒 診 療 所 事 業 費 1 総 務 費 402,306

2 医 業 費 64,737

3 公 債 費 33,866

4 予 備 費 500

501,409歳 出 合 計

款 項

歳 入 合 計

款 項

国民健康保険阿寒診療所事業特別会計
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国民健康保険音別診療所事業特別会計
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国民健康保険音別診療所事業特別会計 

議案第６号 

 

令和６年度釧路市国民健康保険音別診療所事業特別会計予算 

 

令和６年度釧路市の国民健康保険音別診療所事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３６２，３７２千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（地方債） 

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

（一時借入金） 

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

３０，０００千円と定める。 

 

  令和６年２月２２日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也  
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 362,372

音 別 診 療 所 事業 収入 1 診 療 収 入 79,173

2 使 用 料 及 び 手 数 料 680

3 道 支 出 金 6,493

4 繰 入 金 266,237

5 諸 収 入 2,789

6 市 債 7,000

362,372

歳　出

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 362,372

音 別 診 療 所 事 業 費 1 総 務 費 315,770

2 医 業 費 40,833

3 公 債 費 5,369

4 予 備 費 400

362,372

項

歳 出 合 計

項款

款

歳 入 合 計

国民健康保険音別診療所事業特別会計
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第２表　　地　　　方　　　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

普通貸借

証券発行

計 7,000

　　　　５．０％以内

ただし、利率見直し方
式で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て、利率の見直しを
行った後においては、
当該見直し後の利率

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

又は施 設 整 備 費 7,000

国民健康保険音別診療所事業特別会計
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後期高齢者医療特別会計
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後期高齢者医療特別会計 

議案第７号 

 

令和６年度釧路市後期高齢者医療特別会計予算 

 

令和６年度釧路市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３，０５６，６５４千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

１００，０００千円と定める。 

 

  令和６年２月２２日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也  
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 後 期 高 齢 者 医療 収入 3,056,654

1 後期高齢者医療保険料 2,154,667

2 繰 入 金 891,746

3 繰 越 金 1

4 諸 収 入 10,240

3,056,654

歳　出

金 額
千円

1 後 期 高 齢 者 医 療 費 3,056,654

1 総 務 費 122,300

2 後 期 高 齢 者 医 療 2,929,254

広 域 連 合 納 付 金

3 諸 支 出 金 5,100

3,056,654歳 出 合 計

款

款

歳 入 合 計

項

項

後期高齢者医療特別会計
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介護保険特別会計
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介護保険特別会計 

議案第８号 

 

令和６年度釧路市介護保険特別会計予算 

 

令和６年度釧路市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 保険事業勘定歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１７，７７５，２４０

千円と、介護サービス事業勘定歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０７，３

２９千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（地方債） 

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

（一時借入金） 

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

５００，０００千円と定める。 

 

  令和６年２月２２日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也  
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

(保険事業勘定）

歳　入

金 額
千円

1 介 護 保 険 収 入 17,775,240

1 介 護 保 険 料 3,049,594

2 国 庫 支 出 金 4,487,052

3 支 払 基 金 交 付 金 4,570,993

4 道 支 出 金 2,464,137

5 財 産 収 入 4,261

6 繰 入 金 3,197,414

7 繰 越 金 1

8 諸 収 入 1,788

17,775,240

歳　出

金 額
千円

1 介 護 保 険 費 17,775,240

1 総 務 費 482,401

2 保 険 給 付 費 16,354,262

3 地 域 支 援 事 業 費 905,532

4 基 金 積 立 金 4,261

5 諸 支 出 金 28,784

17,775,240

項

歳 出 合 計

項款

款

歳 入 合 計

介護保険特別会計
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(介護サービス事業勘定）

歳　入

金 額
千円

1 介護サービス事業収入 107,329

1 サ ー ビ ス 収 入 51,447

2 繰 入 金 47,487

3 繰 越 金 1

4 諸 収 入 694

5 市 債 7,700

107,329

歳　出

金 額
千円

1 介 護 サ ー ビ ス 事 業 費 107,329

1 総 務 費 18,701

2 サ ー ビ ス 事 業 費 87,619

3 公 債 費 1,008

4 諸 支 出 金 1

107,329

項

歳 出 合 計

項款

款

歳 入 合 計

介護保険特別会計
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第２表　　地　　　方　　　債

　（介護サービス事業勘定）

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

普通貸借

証券発行

計 7,700

施 設 整 備 費 7,700 又は

　　　　５．０％以内

ただし、利率見直し方
式で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て、利率の見直しを
行った後においては、
当該見直し後の利率

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

介護保険特別会計
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魚揚場事業特別会計

- 45 -



- 46 -



魚揚場事業特別会計 

議案第９号 

 

令和６年度釧路市魚揚場事業特別会計予算 

 

令和６年度釧路市の魚揚場事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，２５４，８６２千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（地方債） 

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

（一時借入金） 

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

１００，０００千円と定める。 

 

  令和６年２月２２日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也  
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 魚 揚 場 事 業 収 入 1,254,862

1 使 用 料 及 び 手 数 料 61,743

2 分 担 金 及 び 負 担 金 2,637

3 国 庫 支 出 金 730,100

4 財 産 収 入 1,843

5 繰 入 金 54,384

6 諸 収 入 9,755

7 市 債 394,400

1,254,862

歳　出

金 額
千円

1 魚 揚 場 事 業 費 1,254,862

1 事 業 費 1,238,241

2 公 債 費 16,121

3 予 備 費 500

1,254,862歳 出 合 計

款 項

歳 入 合 計

款 項

魚揚場事業特別会計
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第２表　　地　　　方　　　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

施 設 整 備 費 7,600 普通貸借

第８魚揚場施設整備費 386,800 証券発行

計 394,400

　　　　５．０％以内

ただし、利率見直し方
式で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て、利率の見直しを
行った後においては、
当該見直し後の利率

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

又は

魚揚場事業特別会計
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駐車場事業特別会計
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駐車場事業特別会計 

議案第１０号 

 

令和６年度釧路市駐車場事業特別会計予算 

 

令和６年度釧路市の駐車場事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１７１，２８０千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

１００，０００千円と定める。 

 

  令和６年２月２２日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也  
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 駐 車 場 事 業 収 入 171,280

1 事 業 収 入 104,084

2 財 産 収 入 748

3 繰 入 金 65,472

4 諸 収 入 976

171,280

歳　出

金 額
千円

1 駐 車 場 事 業 費 171,280

1 事 業 費 166,280

2 予 備 費 5,000

171,280歳 出 合 計

項

款

款

歳 入 合 計

項

駐車場事業特別会計
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動物園事業特別会計
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動物園事業特別会計 

議案第１１号 

 

令和６年度釧路市動物園事業特別会計予算 

 

令和６年度釧路市の動物園事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６２５，９２１千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（地方債） 

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

（一時借入金） 

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

１００，０００千円と定める。 

 

  令和６年２月２２日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也  
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 動 物 園 事 業 収 入 625,921

1 使 用 料 及 び 手 数 料 57,988

2 道 支 出 金 699

3 財 産 収 入 58

4 寄 附 金 1

5 繰 入 金 368,390

6 繰 越 金 1

7 諸 収 入 84

8 市 債 198,700

625,921

歳　出

金 額
千円

1 動 物 園 事 業 費 625,921

1 事 業 費 607,110

2 公 債 費 15,811

3 予 備 費 3,000

625,921

項

歳 出 合 計

項款

款

歳 入 合 計

動物園事業特別会計
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第２表　　地　　　方　　　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

普通貸借

証券発行

計 198,700

施 設 整 備 費 198,700 又は

　　　　５．０％以内

ただし、利率見直し方
式で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て、利率の見直しを
行った後においては、
当該見直し後の利率

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

動物園事業特別会計
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企 業 会 計
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病 院 事 業 会 計
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病院事業会計 

議案第１２号 

 

令和６年度釧路市病院事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和６年度釧路市病院事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 
（１）病 床 数 ５９９床 

ア 一 般 病 床 ５３５床 

イ 精 神 病 床 ５０床 

ウ 感 染 症 病 床 ４床 

エ 結 核 病 床 １０床 
（２）患 者 数 

区   分 年 間 延 患 者 数 一 日 平 均 患 者 数 
 人 人

入 院 患 者 

外 来 患 者 

１７５，２００

２６８，４００ 

４８０ 

１，１００ 

計 ４４３，６００ １，５８０ 

（３）主要な建設改良事業 
  ア 新 棟 建 設 等 事 業   １，４５３，２１０千円 

７か年継続事業の２年次目 
イ 医 療 機 械 等 整 備     ７００，０００千円 

ウ 院 内 保 育 所 増 築      ５７，０００千円 

（収益的収入及び支出） 
第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 
第１款 病 院 事 業 収 益 ２０，２１０，２８９千円 

第１項 医  業  収  益 １８，０５０，０３７千円 

第２項 医 業 外 収 益 １，９２２，０７７千円 

第３項 高 等 看 護 学 院 収 益 １１８，１７４千円 

第４項 特 別 利 益 １２０，００１千円 

支      出 
第１款 病 院 事 業 費 用 ２０，１８１，９４５千円 

第１項 医  業  費  用 １９，６０６，５７４千円 

第２項 医 業 外 費 用 ２７８，３９６千円 

第３項 高 等 看 護 学 院 費 用 １１８，１７４千円 

第４項 特  別  損  失 １７８，８０１千円 
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（資本的収入及び支出） 
第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額 

に対し不足する額１，１６７，５３８千円は、当年度分資本的収支調整額２，５３３千円及

び過年度分損益勘定留保資金１，１６５，００５千円で補塡するものとする。）。 

収      入 
第１款 資 本 的 収 入 ２，２１７，６１２千円 

第１項 企 業 債 ２，２１０，２００千円 

第２項 固 定 資 産 売 却 代 金 １千円 

第３項 寄 附 金 １千円 

第４項 投 資 ７，４１０千円 

支      出 
第１款 資 本 的 支 出 ３，３８５，１５０千円 

第１項 建 設 改 良 費 ２，２１０，２１０千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 １，１１０，８６２千円 

第３項 投 資 ６３，７６８千円 

第４項 基 金 積 立 金 １０千円 

第５項 道補助金消費税返還金 ３００千円 

（企業債） 

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起 債 の 目 的 限  度  額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 
 千円    

院 舎 増 改 築 費

 

医療機械等整備費

 

院内保育所増築費

１，４５３，２００

７００，０００

５７，０００

普通貸借 
 

又 は 
 

証券発行 

５．０％

以内

 
ただし、利

率見直し方

式で借り入

れる政府資

金及び地方

公共団体金

融機構資金

について、

利率の見直

しを行った

後において

は、当該見

直し後の利

率 

政府資金については

その融資条件によ

り、銀行その他の場

合には起債の翌日か

ら据置期間を含め３

０年以内に元利均等

その他の方法により

償還する。 
ただし、財政上の都

合等により繰上償還

し、又は本期間中に

未償還額の範囲内に

おいて借り換えるこ

とができる。 計 ２，２１０，２００  

（一時借入金） 
第６条 一時借入金の限度額は、２，０００，０００千円と定める。 
（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 
（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 
第８条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額をこれら以外の経費の金額に流用し、 
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又はこれら以外の経費の金額をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。

（１）職 員 給 与 費 ９，０６７，０５１千円 

（２）交 際 費 １，０００千円

（たな卸資産購入限度額）

第９条 たな卸資産の購入限度額は、３，４８７，８８３千円と定める。

（重要な資産の取得）

第１０条 重要な資産の取得は、次のとおりとする。

種   類 名       称 数 量

医 療 機 械

磁 気 共 鳴 断 層 撮 影 装 置

手 術 用 内 視 鏡 シ ス テ ム

三 次 元 画 像 解 析 支 援 装 置

１ 式

１ 式

１ 式

令和６年２月２２日提出

釧路市長 蝦 名 大 也
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議案第１３号 

 

令和６年度釧路市水道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和６年度釧路市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）総  配  水  量 ２０，０４３千㎥ 

（２）一 日 平 均 配 水 量 ５４，９１２㎥ 

（３）給  水  戸  数 ８９，９３３戸 

（４）主要な建設改良事業 

ア 管 路 布 設 １，０２０ｍ 

イ 浄 水 場 整 備          ６か所 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 
第１款 水 道 事 業 収 益 ５，４９３，１９１千円 

第１項 営 業 収 益 ４，８３７，４１５千円 

第２項 営 業 外 収 益 ６５５，７７６千円 

支      出 
第１款 水 道 事 業 費 用 ４，７５４，８３０千円 

第１項 営 業 費 用 ４，４６８，０９７千円 

第２項 営 業 外 費 用 ２８６，７３３千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額２，９８６，６３９千円は、当年度分資本的収支調整額４４５，５１１千

円、当年度分損益勘定留保資金１，９６９，７６２千円、減債積立金３５１，３６６千円及

び建設改良積立金２２０，０００千円で補塡するものとする。）。 

収      入 
第１款 資 本 的 収 入 ５，２９０，１１７千円 

第１項 企 業 債 ３，１４４，２００千円 

第２項 出 資 金          １，０３０，０００千円 

第３項 他 会 計 負 担 金 ３２，４３９千円 

第４項 工 事 負 担 金 ７２８千円 

第５項 国 庫 補 助 金 １，０８２，７５０千円 

支      出 
第１款 資 本 的 支 出 ８，２７６，７５６千円 

第１項 建 設 改 良 費 ６，６８２，４８２千円 
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第２項 企 業 債 償 還 金 １，５９４，２７４千円 

 （債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

事     項 期   間 限 度 額 

配水管整備事業費 

令和７年度 ２５１，５２６千円

令和７年度から 

令和８年度まで 
１，１０７，２７１千円

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 
千円  

上 水 道 第 ３ 回

拡 張 事 業 費
２，５３７，９００

普通貸借 

 

又 は 

 

証券発行 

５．０％

以内

 
ただし、利

率見直し方

式で借り入

れる政府資

金及び地方

公共団体金

融機構資金

について、

利率の見直

しを行った

後において

は、当該見

直し後の利

率 

政府資金については

その融資条件によ

り、銀行その他の場

合には起債の翌日か

ら据置期間を含め４

０年以内に元利均等

その他の方法により

償還する。 
ただし、財政上の都

合等により繰上償還

し、又は本期間中に

未償還額の範囲内に

おいて借り換えるこ

とができる。 

上 水 道 配 水 管

整 備 事 業 費
３７４，６００

上 水 道 浄 水 場

施設整備事業費
１４４，７００

簡 易 水 道

整 備 事 業 費
８７，０００

計 ３，１４４，２００  

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、２，０００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額をこれら以外の経費の金額に流用し、

又はこれら以外の経費の金額をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。 

（１）職 員 給 与 費 ７０２，６９５千円 

（２）交  際  費 １００千円 

（他会計からの補助金） 

第１０条 簡易水道事業運営等のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、８，２

９９千円である。 
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（たな卸資産購入限度額）

第１１条 たな卸資産の購入限度額は、３００，０００千円と定める。

令和６年２月２２日提出

釧路市長 蝦 名 大 也
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議案第１４号 

 

令和６年度釧路市工業用水道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和６年度釧路市工業用水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）給 水 事 業 所 数 ４か所 

（２）総 給 水 量 ３，１５３千㎥ 

（３）一 日 平 均 給 水 量 ８，６３８㎥ 

（４）主要な建設改良事業 

ア 導水管布設替工事          １式 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 
第１款 工業用水道事業収益 ６９，５９１千円 

第１項 営 業 収 益 ６５，８９４千円 

第２項 営 業 外 収 益 ３，６９７千円 

支      出 
第１款 工業用水道事業費用 ６０，８１５千円 

第１項 営 業 費 用 ６０，２７８千円 

第２項 営 業 外 費 用 ５３７千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額７７，１４５千円は、当年度分資本的収支調整額６，７５８千円及び過年

度分損益勘定留保資金７０，３８７千円で補塡するものとする。）。 

収      入 
第１款 資 本 的 収 入 ８，７００千円 

第１項 国 庫 補 助 金 ８，７００千円 

支      出 
第１款 資 本 的 支 出 ８５，８４５千円 

第１項 建 設 改 良 費 ８３，０３４千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 ２，８１１千円 

（一時借入金） 

第５条 一時借入金の限度額は、５０，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 
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（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又は

それ以外の経費の金額をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならな

い。 

（１）職 員 給 与 費 １０，５２１千円 

 

  令和６年２月２２日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也 
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議案第１５号 

 

令和６年度釧路市下水道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和６年度釧路市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）総  処  理  水  量 ２８，４１３千㎥ 

（２）主要な建設改良事業 

ア 管 渠 布 設 １，２２３ｍ 

イ 処 理 場 整 備 ５か所 

ウ ポ ン プ 場 整 備 ４か所 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 

第１款 下 水 道 事 業 収 益 ７，４４３，６０５千円 

第１項 営 業 収 益 ５，３３２，５７１千円 

第２項 営 業 外 収 益 ２，１１１，０３４千円 

支      出 

第１款 下 水 道 事 業 費 用 ６，６０６，７０５千円 

第１項 営 業 費 用 ６，２７９，９９６千円 

第２項 営 業 外 費 用 ３２６，７０９千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額２，４８９，３９７千円は、当年度分資本的収支調整額１２３，４２１千

円、当年度分損益勘定留保資金１，８０５，０６３千円及び減債積立金５６０，９１３千円

で補塡するものとする。）。 

収      入 

第１款 資 本 的 収 入 ２，１９８，５３７千円 

第１項 企  業  債   １，４０２，８００千円 

第２項 国 庫 補 助 金 ７７１，４００千円 

第３項 他 会 計 補 助 金 ２１，６３６千円 

第４項 分担金及び負担金 ２，７０１千円 

支      出 

第１款 資 本 的 支 出 ４，６８７，９３４千円 

第１項 建 設 改 良 費 ２，３４３，５６０千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 ２，３３０，２９９千円 

第３項 国庫補助金返還金  １４，０７５千円 
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（継続費） 

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。 

款 項 事 業 名 総  額 年度 年 割 額 

１資本的 

支 出 

１建 設 

改良費 

大楽毛終末処理場

２ 系 水 処 理

設 備 更 新

千円
 

３８４，０００
令和６ 

千円

２３０，０００

令和７ １５４，０００

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 

 千円    

下水道建設事業費 １，４０２，８００

普通貸借 

 

又 は 

 

証券発行 

５．０％

以内

 
ただし、利

率見直し方

式で借り入

れる政府資

金及び地方

公共団体金

融機構資金

について、

利率の見直

しを行った

後において

は、当該見

直し後の利

率 

政府資金については

その融資条件によ

り、銀行その他の場

合には起債の翌日か

ら据置期間を含め４

０年以内に元利均等

その他の方法により

償還する。 
ただし、財政上の都

合等により繰上償還

し、又は本期間中に

未償還額の範囲内に

おいて借り換えるこ

とができる。 計 １，４０２，８００  

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、１，０００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用）  

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額をこれら以外の経費の金額に流用し、

又はこれら以外の経費の金額をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。 

（１）職 員 給 与 費 ４５８，７６０千円 

（２）交  際  費 １００千円 

（他会計からの補助金） 

第１０条 下水道事業の建設事業費及び汚水処理費等支払のため、一般会計からこの会計へ補

助を受ける金額は、２１，６３６千円及び４０，５２８千円である。 

 

  令和６年２月２２日提出 
 

釧路市長 蝦 名 大 也 
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議案第１６号 

 

令和６年度釧路市公設地方卸売市場事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和６年度釧路市公設地方卸売市場事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）経 常 業 務 

ア 青 果 物 取 扱 高  ９，５０４，０００千円 

イ 花 き 取 扱 高  ４９５，０００千円 

ウ 市 場 施 設 売 場 ６，４０４㎡ 

 貸 室 １，８８１㎡ 

（２）主要な建設改良事業 

   ア 雨水管汚水管等改修 ８０，００３千円 

   イ 冷 蔵 倉 庫 建 設 ５６３，３１０千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 
第１款 市 場 事 業 収 益 １４５，３４１千円 

第１項 営 業 収 益 ６４，９２８千円 

第２項 営 業 外 収 益 ８０，４１３千円 

           支      出 
第１款 市 場 事 業 費 用 ８６，３７６千円 

第１項 営 業 費 用 ８２，１６０千円 

第２項 営 業 外 費 用 ４，２１６千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額３５，３７４千円は、過年度分資本的収支調整額２１，９５０千円、当年

度分資本的収支調整額１２，９１８千円及び過年度分損益勘定留保資金５０６千円で補塡す

るものとする。）。 

収      入 
第１款 資 本 的 収 入 ６５９，５９９千円 

第１項 企 業 債           ５４９，０００千円 

第２項 補 助 金 １１０，５９９千円 

支      出 
第１款 資 本 的 支 出 ６９４，９７３千円 

第１項 建 設 改 良 費           ６６２，３８９千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 ３２，５８４千円 
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（企業債）

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起 債 の 目 的 限  度  額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 

千円

雨水管汚水管等

改 修 工 事 費

冷 蔵 倉 庫

建 設 工 事 費

８０，０００

４６９，０００

普通貸借 

又 は 

証券発行 

５．０％

以内

ただし、利

率見直し方

式で借り入

れる政府資

金及び地方

公共団体金

融機構資金

について、

利率の見直

しを行った

後において

は、当該見

直し後の利

率 

政府資金については

その融資条件によ

り、銀行その他の場

合には起債の翌日か

ら措置期間を含め４

０年以内に元利均等

その他の方法により

償還する。

ただし、財政上の都

合等により繰上償還

し、又は本期間中に

未償還額の範囲内に

おいて借り換えるこ

とができる。計 ５４９，０００

（一時借入金）

第６条 一時借入金の限度額は、５００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額をこれら以外の経費の金額に流用し、

又はこれら以外の経費の金額をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。

（１）職 員 給 与 費 ８，１９９千円

（２）交 際 費 １０千円

（他会計からの補助金） 

第９条 企業債元金の償還及び営業費用等支払のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は、１６，２９２千円及び１６，７９９千円である。 

令和６年２月２２日提出

釧路市長 蝦 名 大 也
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港湾整備事業会計 

議案第１７号 

 

令和６年度釧路市港湾整備事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和６年度釧路市港湾整備事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）経 常 業 務 

ア 上 屋 上屋貸付 １１棟 

 オープンヤード貸付 １０７，３０９㎡ 

イ 船 舶 給 水 年間給水量 ２６，２４０㎥ 

ウ 荷 役 機 械 石炭荷役機械貸付 １基 

 ガントリークレーン貸付 １基 

エ 土 地 売 却 売却面積 西港区 ４，０１３㎡ 

オ 土 地 賃 貸 貸付換算面積 ２０７，９４７㎡ 

 （２）建 設 改 良 業 務 

 ア 上 屋 改 良  西港区第２埠頭  １棟 

 イ ガントリークレーン改修  西港区第３埠頭 

                レール基礎改修              ２０９ｍ 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 
第１款 施 設 運 営 事 業 収 益 ４９５，８１０千円 

第１項 営 業 収 益 ４６０，８７２千円 

第２項 営 業 外 収 益 ３４，９３８千円 

第２款 埋 立 事 業 収 益 １５６，０２６千円 

第１項 営 業 収 益 １５６，０２６千円 

合 計 ６５１，８３６千円 

支      出 
第１款 施 設 運 営 事 業 費 用 ５２２，５７３千円 

第１項 営 業 費 用 ５０６，０５９千円 

第２項 営 業 外 費 用 １６，５１４千円 

第２款 埋 立 事 業 費 用 ５８，８４７千円 

第１項 営 業 費 用 ５７，９６８千円 

第２項 営 業 外 費 用 ８７９千円 

合 計 ５８１，４２０千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額
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に対し不足する額３５６，５５４千円は、当年度分資本的収支調整額５６，８００千円及び

過年度分損益勘定留保資金２９９，７５４千円で補塡するものとする。）。 

収      入 
第１款 資 本 的 収 入 ３８５，０００千円 

第１項 企 業 債 ３８５，０００千円 

支      出 
第１款 資 本 的 支 出 ７４１，５５４千円 

第１項 建 設 改 良 費 ６２４，７９１千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 １１６，７６３千円 

（債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

事     項 期   間 限 度 額 

中央埠頭上屋解体費負担金 令和７年度 １３４，９５５千円

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起 債 の 目 的 限  度  額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 
 千円    

上 屋 改 良 費 ３８５，０００

普通貸借 

 

又 は 

 

証券発行 

５．０％

以内

 
ただし、利

率見直し方

式で借り入

れる政府資

金及び地方

公共団体金

融機構資金

について、

利率の見直

しを行った

後において

は、当該見

直し後の利

率 

政府資金については

その融資条件によ

り、銀行その他の場

合には起債の翌日か

ら措置期間を含め４

０年以内に元利均等

その他の方法により

償還する。 
ただし、財政上の都

合等により繰上償還

し、又は本期間中に

未償還額の範囲内に

おいて借り換えるこ

とができる。 計 ３８５，０００  

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、３８５，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又は

それ以外の経費の金額をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならな

い。 

（１）職 員 給 与 費 ４５，７６９千円 
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令和６年２月２２日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也 
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